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水
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地
塊
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部
の
地
形
教
授
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(
地
相
撃
抑
前
節
四
谷
)

湖
戸
内
海
と
筑
州
加地
塊

の
坊
非
肝

の
出
抑
論

へ
地
糾
聯
評
論
節
四
谷
及
節
北
谷
)

f･.聖
二
紐
及
北
ハ虹
後
に
於
け
る
九
州
地
史
の
大
姿

(
地
軸
撰
評
論
節
二
位
)

耶
絹
棋
及
非
津
川
地
方
地
教
訓
禿
和
文

(
震
災
撤
防
調
薬

E=軸
竹
節
八
十
滋
推
し

桃
新
ブ
ロ
ッ
ク
と
脱
淑
ブ
ロ
ッ
ク
に
就

い
て

(
他
州
壌
評
論
節

7
番
)

筑
紫
平
野
北
八
の
田
近
の
地
獣
に
捌
す
る
鵡
柵
史
的
考
察

｢
地
球
第
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八
鞍

)

和
歌
山
願
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田
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流
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地
質
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一

)
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琴
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附
)

井

上

垂

7

目
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紳
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及
び
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及
び
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推
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こ
地
奮

次
系
(
聖

仰
鉾
系
)
(
ニ
蒜

父

系
(
≡
)
鳥
の
損
耗
(
四
〕
ポ
山
暦
(
証
)
潮
石
放
(
六
)
物
部
川
紙

へ
七
)
非
捌
耗

(
八
)
ギ
リ
ヤ
ク
紙
(
企
描

層
)
(
九
)
浦
川
統
(
鳥
廃
城
耗
)
(
十
)
眺

稀
府

Ⅳ
紡
評

-

緒

言

和
歌
山
膝
下
の
白
壁
系
地
層
は
有
村
郡
湯
浅
町
を
基
鮎
と
L
Y
そ
れ
以
来
に
発
達
し
､
湯
浅
轡
を
は
さ
む
天
皇
渚
､

ト
ヤジ
ヤ
ウ
サ
ン

水
谷
の
植
物
化
石
'
及
び
鳥

屋

城

山

の

ア
ン
モ
ン
介
化
石
は
古
楽
有
名
で
あ
っ
て
､
横
山
博
士
を
の
他
多
-
の
尊
者

I(
ハラ

に
よ
っ
で
研
究
さ
れ
て
兼
ね
79
の
で
あ
る
｡

高
橋
博
士
は
乙
の
地
膚
む
下
部
よ
-
額
石

･
富
原

･
楢
原

｡
鳥
屋
城
の



印
税
は

分
け
ら
れ
て
自
異
系
分
骨
の
雌
準
を
立
て
ら
れ
ね
｡
そ
の
後
欠
部
博
士
の
市
銀
物
撃
的
御
研
究
は
乙
の
地
の

暦
序
に
大
光
明
を
典

へ
た
｡
し
か
し
乙
の
興
味
多

き
地
域
に
は
ま
だ
-

多
大
の
疑
問
79
あ
-
調
査
洩
れ
も
あ
八

深
-
探
ぐ
れ
ば
益
々
典
を
呼
ぶ
所
が
あ
る
｡

此
の

一
編
は
筆
者
が
中
村
先
生
の
御
指
導
に
よ
b
卒
業
論
文
と
し
て
研
究
し
た
材
料
の

1
部
は
.
そ
の
後
の
調
査

の
糖
英
得
た
資
料
を
も
加

へ
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
｡

H

地
形
及
び
地
質
概
観

(
〓
地
形

rJ
の
地
は
山
岳
､
丘
陵
に
富
み
平
地
は
僅
か
に
有
出
川
下
流
の
沿
岸
及
び
湯
浅
町
の
周
囲
に
見
ら
る

る
ほ
過
ぎ
ず
'
そ
の
面
積
も
極
め
て
狭
小
で
あ
る
｡

長
峰
山
脈
は
紀
伊
山
系
よ
き
分
れ
て
､
那
賀

｡
源
革
二
郡
と
有
E;
郡
と
の
境
界
を
な
し
､
尖
峰
山
(
八
六
二
光
)壁

石
ケ
峰
(
八
七
〇
米
)高
哩
川
(
五
五
四
米
)
を
起
し
て
東
北
東
-
閥
南
西
に
走
ら
p
問
す
る
は
従
以
漸
-
低
-
､
西
方
箕

シ
シ

セ

島
の
岸
に
至
る
ま
で
十
飴
鬼
は
亘
っ
て
巡
る
｡
庇

ケ

湖

山
脈
は
之
と

略
平
行
は
走
-
.
城
ケ
森
山
(
三

六
九
米
)
石

堂
山
(
一
〇
八

1
米
)白
馬
山
(
九
五
入
来
)
を
起
し

て有
田

･
旦
壁

面

を
唆
し
て
居
る
｡
有
附
川
及
び
数
多
の
縦
谷

を
作
る
を
の
支
流
は
p
乙
の
二
山
脈
間
を
縛
況
し
て
屠
る
0
之
等
の
略
東
西
に
走
る
縦
谷
は
'
蔵
窮
在
る
貢
岩
等
の

プ
ヨウ

ァ
号

走
向
に
沿
う
た
単
純
な
浸
蝕
谷
,p
あ
る
が
'
吉
原
-
長
谷
川
線

｡
下
小
川
-
伏

単

線

･
富
田
-

大
月
線

｡
粟

生

-

中

原
-
二
棒
線
等
が
走
向
断
層
に
よ
っ
て
生
成
ru
れ
食
事
は
否
定
出
凍
な

い
｡

横
谷
は
極
め
y
少
な
-
､
有
田
川
下
流
に
V
.
之
に
そ
J
ぐ
小
流
が
あ
る
の
み
'
何
れ
も
小
構
造
谷
で
あ
る
｡

和
歌
山
煤
有
E
川
流
域
の
地
封

葦

1

一
七



地

球

節
十
九
各

節
五
挑

三
高

一
八

女
･
牛

ナ

バ

エ
′
ハ
ナ

一
二
盲
犬
の
高
距
を
有
す
る
丘
陵
は
､
西
方
梅
樺
は
於
で
断
崖
を
作
っ
て
箱
崎
･
職
崎

･

名

南

風

鼻

に

纏

っ
て
居

る
｡
そ
の
縦
谷
に
狭
小
な
沖
積
地
を
残
し
p
湯
浅
港
の
如

き
天
魚
の
良
錨
地
が
存
在
す
る
｡
之
は
敢
近
ほ
放
て
土
地

サ
シ
キ

の
沈
降
が
加
は
っ
た
結
果
と
考

へ
ら
れ
る
｡
西
方
に
於
で
か
-
沈
降
地
形
が
見
ら
る
!
ほ
反
し
､
五

四

月

村
に
於
で

は
標
高
四
五
百
米
の
所
は
精
頗
大
な
る
田
畑
が
あ
わ
､
沼
田

｡
本
堂

･
冬
等
の
郵
群
が
散
在
す
る
が
､
商
す
る
は
従

以
急
に
鷺
足
式
に
単
月
川
の
作
っ
た
河
崖
に
鼻
じ
て
屠
る
｡
之
は
早
月
川
の
若
返
-
ほ
よ
る
も
の
と
考

へ
ら
れ
､
乙

の
地
方
の
除
塵
を
示
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
｡

(
〓
)
地
質

湯
横
町
近
傍
の
標
高
二
田
米
以
下
の
丘
陵
地
は
､
ネ
オ
コ
ミ
ア
ン
の
も
の
と

ruれ
て
居
る
領
有
統
よ

十
ナ
セ

み
成
-
美
腰
を
多
-
の
植
物
化
石
を
含
ん
で
居
る
｡
商
焼
付
池
の
上
､
介
石
山

･
同
相
柳

瀬

･
湯
浅
町
川
田
等
よ
-

因
る
月
化
石
7P
之
と
略
同
時
代
の
も
の
と
瓜
は
れ
る
｡

南
焼
付
酉
虎
は
在
る
塊
状
砂
岩
は
三
角
介
を
含
み
'欠
部
博
士
は
よ
み
問
焼
固
と
名
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
､

之
は
石
垣
村
膏
原
岩
森
に
出
る
三
角
介
砂
岩
と
同
僚
準
の
79
の
と
考

へ
ら
れ
る
｡
田
柄
川
村
膏
川
南
方
城
道
切
剖
'

及
び
南
蛮
柑
小
浦
北
東
方
に
は
三
角
介
の
外
に
種
々
の
二
枚
介
･
ア
ン
モ
ン
介
･海
膿
類
の
化
石
が
出
る
｡
之
等
は
西

戯

･
岩
森
の
も
の
と
略
同
時
代
ほ
て
'
ゴ
ー
ル
ト
以
前
の
塵
成
ほ
か

J
-
､
暦
序
学
的
は
前
者
は
や
し
下
部
は
偉
す

る
も
の
と
瓜
は
れ
る
｡
北
ハほ
高
橋
博
士
の
音
原
紙
と
名
付
け
ら
れ
た
も
の
ゝ
一
部
で
､
筆
者
は
物
部
川
舵
の
名
で
之

を
取
扱
ふ
こ
と
に
す
る
｡

館
林
寛
蕃
氏
は
高
橋
博
士
の
所
謂
青
原
舵
の
南
部
を
Ji
ひ
る
無
化
石
砂
岩
暦
は
井
袖
枕
の
名
を
典

へ
ら
れ
て
､
三

角
介
を
含
む.
西
鹿

骨
よ
-
分
離
せ
ら
れて
ね
が
'
筆
者
が
湯
浅
町
北
谷
附
近
む
踏
査
中
､
乙
の
二
者
の
間
は
不
整
合

の



称
す
る
非
を
敬
兄
し
､
井
陶
枕
は
各
-
鞠
立
せ
し
め
な
け
れ
ば
夜
ら
伯
軍
が
わ
か
っ
た
｡
し
か
し
在
が
ら
そ
の
地
層

中
に
は

一
つ
の
化
石
を
も
磯
風
し
得
ず
､
時
代
は
灸
-
不
明
で
､
北
方
の
鳥
屋
城
山
を
作
る
地
層
と
の
靭
係
も
未
だ

判
然
と
し
な

い
の
は
遺
憾
で
あ
る
｡

紀
伊
牛
島
西
岸
を
通
観
す
る
に
'
や
ゝ
燐
大
在
海
岸
平
野
む
持
つ
部
分
と
､
断
崖
に
終
る
部
分
と
が
交
互
す
る
の
む

見
る
の
で
あ
る
が
､
之
は
此
の
地
が
数
列
の
兼
閥
は
走
る
刺
に
沿
以
'
隆
起
沈
降
が
交
酢
し
て
数
個
の
綬

き
稽
曲
を

成
す
事
堅
ホ
し
.
北
方
か
ら
の
側
魔
が
今
翻
加
は
-
つ
J
あ
る
事
を
驚
す
る
7U･,の
で
あ
っ
て
､
rJ
の
内
方
ま
わ
の
魔

は
地
層
を
逆
樽

ruせ
､
覆
克
構
造
を
な
し
て
､
申
鎮
静
中
は
古
庄
暦
の
狭
昔
を
爽
ひ
様
在
所
を
作
つ
LJ
の
で
あ
る
｡

fJ
の
好
例
は
館
林
氏
に
よ
っ
て
散
乱
せ
ら
れ
た
る
明
醐
山
脈
の
北
斜
面
及
び
打
臓
に
於
け
る
紡
健
戯
石
衣
岩
で
あ
っ

て
p
之
は
東
方
ほ
の
び
て
古
-
値
賀
氏
に
ょ
つ
で
報
骨
せ
ら
れ
て
居
を
が
ら
二
十
嵩
分
の

一
地
質
間
に
は
中
生
代
は

決
ら
れ
て
居
る
糸
川
の
紡
錘
鹿
石
衣
岩
を
含
む
地
層
は
適
っ
て
居
る
も
の
で
あ
る
.

･..
Tl:
I..I:

北
方
の
古
生
暦
は
､
川

棚

川

村

楢
原
以
北
は
磯
遷
し
て
屠
る

｡
こ
の
期
も
地
質
岡
に
は
白
壁
系
は
入
れ
ら
れ
て
居

る
が
'
矢
部
博
士
に
よ
-
助
健
鹿
が
磯
見
せ
ら
れ
て
､
白
壁
系
と
帝
塵
界
と
の
境
堺
は
も
つ
と
南
方
に
寄
る
こ
と
が

判
っ
た
｡
中
村
先
任
は
乙
の
助
健
鹿
石
灰
岩
の
す
ぐ
南
方
源
岸
に
あ
る

.E
小
堺
谷
が
.
中
生
､
古
生
耐
暦
の
境
界
の

断
簡
線
に
普
っ
′TJ
屠
る
と
云
は
れ
た
が
､
筆
者
は
乙
の
演
の
南
方
十
数
米
の
所
ほ
で
､
ア
ン
モ
ン
介
ら
し

さ
不
完
金

な
る
二
片
を
得
て
全
-
を
の

一
小
湊
が
断
層
で
あ
る
郭
を
確
め
た
｡
古
鏡
暦
は
荷
そ
れ
よ
少
粟

へ
細
長
-
延
び
て
､

北
は
御
柿
餅
系
､
南
は
鳥
屋
城
枕
と
境
し
て
居
る
｡
之
等
は
共
に
北
よ
-
の
逆
断
層
叉
は
衝
上
断
層
に
依
る
も
の
で

あ
る
0

利
欲
山
階
布
川
川
沈
蛾

の
他
部

景
況

.t
九
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妨

十
九
怨

節
先
非

夏

山ハ

二
〇

7
]
リ
ヨ
･>

鳥
屋
城
山
に
は
多
数
の
ア
ン
モ
ン
.介

｡
イ
ノ
セ
ラ
ム
ス
等
を
含
む
闘
魂
多

き
砂
岩
が
出
る
｡
之
は
乙
の
酉
方

御

霊

村
膏
旦
ほ
出
る
含
イ
ノ
セ
ラ
ム
ス
砂
岩
'
及
び
東
方
岩
倉
村
谷
の
含
ア
ン
巧
ン
介
砂
岩
は
薦
-
も
の
ほ

て､
荷
東
方

の
八
幡
杵
柄
水
附
近
ほ
於
で
は
不
串

一
個
の
化
石
を
も
教
兄
し
得
な
か
っ
た
が
､
岩
質
よ
-
し
て
同
僚
の
も
の
と
皿

ア
ヂ

血ウ
ド
チ

考
せ
ら
れ
る
｡
而
し
て
八
幡
柑
久
野
原
北
方
の
ア
ン
竜
ン
介

･
安

蘇

村
沼
谷
及
び
同
相
法

濫

路

の
イ
ノ
セ
ラ
ム
ス
を

持
つ
地
層
が
.
之
と
同
続
で
あ
る
事
は
疑
ひ
も
を

小
事
で
あ
る
｡
rJ
の
多
数
の

T
urr

i
l

ites
や

P

arap
a
ch
y
d
iscu
s

等
の
ア
ン
竜
ン
介
を
含
む
上
部
の
囲
塊
砂
岩
は

セ

ノ

ニ
ア

ン
統
及
び
チ

ユ

ワ

ニ
ア

ン
洗
で
あ
る
が
､
下
部
に
は

A
ca
nth
oceras
を
持
つ
セ
ノ
マ
ニ
ア
ン
続
が
あ
る
｡
之
は
主
と
し
て
砂
岩
､
貫
岩
の
瓦
暦
よ
か
成
-
'
上
部
と
盆
-

整
合
的
で
あ
る
｡
即
ち
上
部
が
鳥
屋
城
統
'
下
部
が
高
橋
博
士
の
所
謂
楢
原
統
で
あ
る
が
'
楢
原
附
鑑
に
於

では
rJ

の
地
腎
む
見
受
け
な

い
故
を
以
て
､
欠
部
博
士
は
金
屋
暦
の
名
に
鼻
更
せ
ら
れ
た
｡
筆
者
き

J
の
名
を
襲
用
す
る
｡

鳥
の
英
石
灰
岩
は
寮
厳
守
(
津
木
村
)商
金
屋
(南
焼
付
)
川
口
(岩
倉
柑
)
三
田
(
八
幡
柑
)
戸
川
(
八
幡
柑
)等
に
見
ら

シ
ラ
ク
ヰ

る
J
外
､
柄

杓

井

(南
飯
村
)南
南
開
の
海
岸
に
於
で
'
刑
瑚
化
石
を
持
つ
石
衣
岩
の
碑
石
を
見
た
｡

石
垣
村
字
井
苔
p
修
排
川
の
蓮
に
は
時
代
不
評
の
無
化
石
地
膚
が
あ
わ
､之
に
筆
者
は
石
垣
暦
の
名
を
典

へ
ね
が
､

之
は
兼
方
北
野
川
(
玉
村
)
下
湯
川
(八
幡
村
)
は
聴
逢
し
､
生
食
的
ほ
月
川
の
鳥
の
*
7石
衣
岩
暦
の
上
に
乗
る
地
層
と

同
伴
の
も
の
と
考

へ
ら
る
.-･
に
空
身
､
最
上
部
保
雄
又
は
最
下
部
白
壁
系
を
代
表
す
る
事
が
判
っ
た
.
乙
の
地
暦
は

花
園
村
染
瀬

｡
北
寺

｡
新
手

｡
中
南
地
方
に
最
も
頗
-
露
出
し
て
居
る
.
乙
の
層
群
は
鳥
の
典
石
灰
岩
暦
と
は
不
可

分
の
も
の
で
'
共
に
四
囲
の
四
常
十
川
続
に
対
比
せ
ら
れ
､
強
化
石
地
昔
は
安
斐
川
暦
に
相
常
す
る
も
の
と
侶
ぜ
ら

チ
ラ
ゾ
マ

れ
る
0
館
林
氏
の

事

紬

暦

と
は
岩
質
か
ら
見
て
金
-
匿
別
し
得
ら
れ
夜

い
0



舘
林
氏
は
親
鳥
の
花
閣
開
放
岩
は
倣
雅
紀
兼
の
衛
上
運
動
は
件
ひ
し
噴
出
物
で
あ
ら
う
と
の
御
意
見
を
持
た
れ
た

が
､
筆
者
が
荒
島
北
東
三
粁
の
鷹
島
h

l調
査
中
､
花
陶
閃
緑
岩
が
肘
頗
厨
の
延
長
と
m
a
は
れ
る
砂
岩
に
榛
細
野
質
を

典

へ
て
屠
る
の
む
磯
風
し
た
｡
乙
の
二
島
の
火
成
岩
が
同
時
の
も
の
と
す
れ
ば
'
共
は
中
部
白
票
紀
以
後
の
喧
揖
ほ

か
j
る
も
の
で
あ
ら
う
と
;-
3考
せ
ら
れ
る
｡

Ⅲ

暦
序
及
び
地
質
構
造

(
〓
先
石
放
系
(御
荷
鉾
系
)

秋
父
系
は
従
凍
上
中
下
ーこ
三
分
さ
れ
て
屠
た
が
､
を
の
下
部
に
皆
る
輝
岩

｡
角
閃

岩

･
千
枚
岩
等
の
特
種
の
岩
石
よ
ら
構
成
せ
ら
れ
た
る
部
分
即
ち
御
荷
鉾
系
は
､
そ
の
鍵
質
弾
圧
よ
-
見
て
上
中
部

と
は
切
離
し
､
寧
ろ
そ
の
下
の
三
波
川
系
と
北
ハほ
取
わ
扱
は
る
べ
g
uも
の
で
あ
る
と
論
ぜ
ら
れ
て
居
る
｡
そ
の
時
代

た
る
や
何
等
櫨
る
所
在
-
､
歌
父
系
の
岩
石
に
此
し
鼻
質
強
度
著
し
-
高
-
'
御
荷
鉾
系
の
受
け
た
る
焼
汎
在
鍵
質

作
用
は
､
秩
父
系
の
生
成
以
前
巳
に
完
了
し
て
居
た
串
は
考

へ
得
ら
れ
､
先
塞
武
利
吏
紀
暦
と
し
て
も
何
等
拒
む
糊

由
は
な

い
｡
し
か
し
近
年
､
乙
の
地
層
が
泥
盆
系
に
鼎
常
す
る
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
と
考

へ
て
居
る
聾
者
も
あ
る

様
で
あ
る
｡
即
ち
､
石
炭
紀
化
石
h
t含
む
歌
父
系
地
暦
よ
り
下
部
と
推
察
さ
れ
て
屠
る
の
で
筆
者
は
先
布
教
系
と
呼

ぶ
郭
に
す
る
｡

筆
者
の
調
査
匿
に
於
で
は
御
荷
鉾
系
は
有
E田
川
及
び
を
の

一
支
流
単
月
谷
川
の
作
る
演
谷
以
北
は
磯
連

し

て
屠

る
｡
金
原
氏
は
地
異
同
説
明
薯
に
､
中
部
歌
父
系
と
整
合

的
は
鼎
接
し
て
そ
の
下
方
に
春
す
る
様
に
脅
か
れ
て
居
る

カ
シ
コ

ムツ

ウ
プ

が
､
二
者
は
明
ら
か
に

一
大
断
簡
に
ょ
つ
て
境
せ
ら
れ
て
居
る
｡
而
し
て

蛍

(
旧

殿
村

)1
下

六

川
(
塵

石

村

)-
有
朋

和
歌
山
梅
村
‖
川
流
域
の
地
戯

妻

七

二
.i



地

球

節
十
九
聴

解
五
紙

三
芳

二
二

(
五
四
月
付

)-
餐
(
五
両
月
村
)
の
線
に
背
斜
が
あ
-
'
大
賀
畑
(
m
殿
柑
)-
農
於
(
巷
石
村
)
及
び
尾
上
(
五
両
月
柑
)

-
菖
蒲
(
八
幡
村
)間
は
北
ハほ
向
斜
朝
を
作
っ
て
居
る
｡

下
部
は
主
と
し

て輝
労
よ
り
威
力
､
練
泥
石
石
墨
千
枚
岩
の
少
量
が
そ
の
間
は
介
在
す
る
｡
輝
石
は
曙
線
色
撤
密

の
岩
石
で
概
し
て
片
状
を
昔
び

て居
る
も
､
往
々
片
理
を
敏

き
塊
状
に
近
in
)
も
の
も
あ
る
｡
紘
泥
石

･
推
擬
石
･

斜

長
石
を
主
成
分
と
し
､
多
魔
の
輝
石
準

･
械
横
石
を
残
晶
と
し
て
含
有
し
て
居
る
｡
そ
の
産
秋
か
ら
輝
絃
岩
質
凝
友

岩
の
働
力
軽
質
作
用
を
受
け
た
も
の
で
あ
ら
う
と
言
は
れ
で
居
る
｡
輝
岩
は
時
は
稜
角
の
あ
る
岩
片
む
含
ん
で
基
塊

岩
状
を
Tな
し
て
屠
る
轟
が
あ
る
｡
岩
片
は
前
者
と
怖
々
同
質
で
時
に
著
し

い
片
状
構
造
を
な
し
て
居
る
｡
長
種
三
-

五
糎
位
の
も
の
が
澱
も
多
-
.
表
面
は
多
少
多
孔
質
で
あ
る
｡
千
枚
岩
は
剥
性
著
し
-
､
石
墨
及
び
練
泥
石
の
畳
の

如
何
は
よ
っ
て
黒
色
の
石
造
千
枚
岩
と
純
色
の
紐
現
有
千
枚
岩
の
間
に
漸
次
軍
移
す
る
蔑
多
の
中
間
物
む
作
っ
て
居

る
0上

部
は
主
に
石
墨
千
枚
岩
及
び
そ
の
興
和
と
見
放
し
柑
べ

き
石
英
千
枚
岩
よ
み
成
-
､
輝
岩
の
薄
層
が
そ
の
間
は

オ
イ
シ

抑
入
せ
ら
れ
る
｡
珪
石
ケ
峰
に
於
で
は
全
山
乙
の
石
英
千
枚
岩
よ
り
威
か
.
時
に
は
赤
城
館
外
存
在
は
よ
っ

て紫
紅

色
h
t量
す
る
も
の
が
あ
る
.
乙
の
最
も
美
麗
在
る
も
の
は
常
任
(
五
酉
月

村
)
｡
大
月
(城
山
村
)に
露
摘
し

て居
る
｡

延
坂
(
五
西
月
村
)
は
於
で
は
石
英
千
枚
岩
が

一
断
層
ほ
て
切
ら
れ
.
そ
こ
に

｢
次
の
瀧
｣
の
絶
食
が
あ
る
｡
rJ
の
L

名
は
和
歌
山
豚
下
に
於
で
郵
智
の
瀧
は
次
ぐ
大
鋸
祁
夜
-
と
の
意
味
ほ
て
､
直
下
数
十
吏
'
壮
観
極
ま
-
な

い
7g
の

で
あ
る
○

(,
.=
r..

名

商

風

雅
岩
層

名
南
風
鼻
に
は
御
荷
舛
系
の
も
の
と
全
然
置
別
し
神
ざ
る
輝
岩
が
出
る
｡

数
暦
の
粘
板
岩

-
多



分
石
墨
千
枚
岩
に
朝
薗
す
る
も

の
で
あ
ら
う
･･J
が
そ
の
中
は
狭
ま
り
t･.J
屠
る
が
p
前
者
は
比

L
胞
質
在
る
蕎
め
邪
ち

ょ
せ
る
波
浪
に
碑
か
れ
で
大
洞
鉛
む
作
り
で
屠
る
T3
溝
湖
の
折
に
は
梅
水
は
p
大
骨
尊
影
ま
で
j
dそ
の
中
は
流
れ
pJ

み
､
綱
目
は
大
潮
怨
む
珪
ず
る
と
の
事
で
あ
る
｡

(.即
叫)秩
試
薬

秩
父
石
壁
圏
は
西
方
ほ
て
は
栖

厘
-
音
川
線
以
北
は
聴
達
し
?
中
英
部
に
tvJ
は
金
屋
～
夜

半
-
二

川

1
境
川
1
-

沼
谷
線
と
和
荷
鉾
続
と
の
間
は
細
長
-
存
在
し
p
基
方
ほ
で
は
田
谷
(
花
園
柑
)有
中
莞
偲
固
相
)朝
の
浦

(
高
野
射
)
附
近
ほ
羅
出
し
て
屠
る
｡
之
等
は
各
々
m
柑
層
｡=
物
川
屠
｡臼
春
樹
の
名
を
典

へ
る
｡
叉
南
方
系
川
払
鍵

亜
石
衣
岩
む
含

む
地
層
は
p
赤
川
の
部
落
の
称
す
る
速
に
は
厳
達
せ
ざ
る
も
P
そ
の
相
は
屈
す
る
測
地

完
W
は
蘇
れ

る
｡
之
む
糸
川
野
と

名
付
け
る
事
に
す
る
｡

a
-､
田
村
厨

FJ
の
地
厨
は

山
股
は
北
八
十
度
束

の
,走
向
敷
布
L
p
軍
斜
的
ほ
南
方

へ
の
傾
斜
計
持
つ
で
屠
る
｡

下
郡
は
白
色
粗
粒
砂
岩

｡
白
色
角
岩

｡
農
期
色
琵
岩

｡
石
衣
磐
衣
顔
色
砂
岩
及
び
薫
色
貫
岩
の
互
暦
よ
ら
成
-
p
結

晶
質
儒
桃
状
布
衣
碧
が
そ
の
間
に
介
在
す
る
｡

I;

1∴･.

田村
の
西
方
六
胃
光
p
浮

前

の
近
-
は
は
南
色
角
磐
茄
び
勧
健
鹿
石
森
岩
の
磯
よ
-
成
る
磯
岩
が
あ
る
｡
之
は
多

分
右
肺+
.代
の
も
の
で
は
査
-
､
も
つ
と
筏
燕
の
産
戒
に
係
る
も
の
で
p
磯
の
磐

よ
-
し
て
襖
石
続
は
関
す
る
も
の
で

は
友

い
か
-.｣
考

へ
ら
れ
る
｡
之
は
閉
L
LIJ
は
蕎
肇
に
鑑
や
tJ
述
べ
る
部
に
す
る
｡

中
部
は
嘉
は
豊
測
負
誓
茄
と
日
蝕
塊
状
角
磐
と
よ
も
戚
-
p
明
王
寺
(
醇
並
相
)
附
鑑
に
於
七
は
覇
鯨
晶
せ
る
石
衣

岩
が
を
の
.閏
に
挿
A
y:.正

で
屠
る
｡
こ

1m･没
に
は
兇
輝
練
岩
脈
の
小
露
頭
が
所
々
は
鼠
ら
れ
る
｡

上
部
は
衆
色
纏
岩
し
養

魚
舘
岩
の
互
曜
計

.

主
と
L
P
少
堂

の
磯
岩
｡
斑
岩
｡
石
衣
碧
｡輝
線
凝
祇
碧
が
之
は
件
ふ
｡



地

球

節
十
九
食

餌
五
紙

票

〇

二
四

磯
岩
は
正
種
五
糎
稗
の
白
色
角
岩
融
及
び
碇
質
砂
は
で
作
ら
れ
て
ゐ
る
｡
石
衣
岩
は
施
森
泉
寺
(
楢
原
)裏
手
の
枇
杷

畑
に
露
出
し
､
極
め
て
稀
は
紙
価
叔
化
石
が
見
出

n
れ
､
紘
色
輝
線
凝
衣
岩
は
件
は
れ
で
居
る
｡
此
の
如
-
上
部
田

村
暦
は
他
の
秩
父
古
生
暦
は
此
し
岩
褒
著
し
-
異
な
る
食
め
金
脱
氏
は
嘗
て
鷹
の
*
)暦
と
考

へ
ら
れ
た
｡
し
か
る
は

そ
の
筏
欠
部
博
士
の
動
傭
戯
健
児
は
よ
っ
て
､
之
は
秩
父
古
庄
暦
の
も
の
な
る
こ
と
が
確
定
す
る
ほ
至
っ
た
の
で
あ

る
0湯

浅
町
の
四
万
四
肝
の
苅
藻
島
は
'
厚
n
約
十
米
の

一
乗
の
黒
色
頁
岩
を
挿
む
外
､
各
島
線
色
又
は
赤
色
の
輝
線

産
衣
岩
よ
む
成
っ
て
居
る
｡
貰
岩
は
軟
質
在
る
為
波
浪
の
侵
蝕
を
受
け
て
'
長
n
約
五
十
米
､
小
数
米
の
島
を
兼
酉

は
賞
-
天
熱

の
隊
道
が
作
ら
れ
､
満
潮
の
折
は
舟
ほ
て
通
過
す
る
静
が
出
凍
る
｡
四
囲
の
風
景
絶
佳
托
し
て
夏
季
舟

を
寄
せ
る
者
も
多

い
｡
輝
線
凝
衣
岩
中
に
は
無
数
の
小

レ
ン
ズ
形
石
衣
岩
が
挟
ま
っ
て
居
る
が
､
中
に

一
個
の
化
石

む
も
見
出
し
得
な
か
っ
た
｡
岩
貿
及
び
そ
の
僅
筒
よ
り
見
て
､
上
部
田
村
暦
に
相
普
す
る
も
の
で
あ
ら
う
と
考

へ
ら

れ
る
｡

b
､
口
吻
川
暦

乙

の
地
層
も
略
々
北
八
十
度
兼
の
走
向
を
有
L
t
多
少
の
摺
曲
は
あ
る
も

一
般
に
南
方
に
傾
斜

し
て
居
る
｡
下
部
は
主
と
し
て
練
色
又
は
赤
色
輝
練
凝
次
岩
｡鼎
色
常
岩
･背
紋
色
砂
岩
及
び
少
量
の
青
色
角
岩
よ
タ

出
凍

て居
る
.
輝
綾
凝
灰
岩
に
は
多
-
の
小
崩
桃
状
石
衣
岩
を
伴
ふ
が
､
骨
再
結
晶
せ
る
為
め
化
石
の
片
影
を
も
謎

め
稗
在
か
つ
ね
｡

中
部
は
白
色
角
岩

･
凍
砂
岩

･
黒
色
貢
岩
及
び
幡
次
色
砂
岩
の
互
暦
よ
-
成
-
'
立
石
〔岩
倉
村
)
附
近
ほ
は
数
個

の
葡
挑
状
石
衣
岩
が
そ
の
間
に
介
在
す
る
｡
そ
の
何
れ
に
79
化
石
を
寵
め
る
事
が
出
来
な
か
っ
た
｡
堆
積
時
の
熔
岩



流
と
考

へ
ら
れ
る
輝
線
岩
の
小
脈
が
て
の
速
に
於
で
は
所

々
は
見
受
け
ら
れ
る
.

上
郷
は
主
は
貴
色
頁
岩
と
捌
純
色
粘
板
岩
と
よ
-
成

っ
て
居
る
｡
後
者
は
剥
性
著
し
-
'
御
荷
併
系
の
石
蒸
千
枚

岩
の
或
る
も
の
は
非
常
に
類
似
し
て
屠
る
｡

H
物
川
暦
は
境
川
以
来
沼
谷
酢
に
於
で
は
､
鳥
の
姦

統
(
境
川
暦
)
に
不
整
合

に
被
覆
せ
ら
れ
'
乙
の
両
者
は
相
伴

っ
て
南
方
の
鳥
屋
城
枕
の
上
に
街
上
げ
て
居
る
｡

e
t
臼
谷
暦

日
物
川
静
は
沼
谷
東
方
に
於
で
'
を
の
南
に
露
出
せ
る
鳥
の
愚
妹

･
鳥
屋
城
統
と
共
に
沼
谷
-
板

局
(
安
諦
村

)-
室
川
(
八
幡
付
)
を
迫
ず
る
北
西

I
南
東

の

l
大
傾
斜
断
簡
に
よ
っ
て
断
た
れ
､
そ
れ
以
来
に
於
で
は

角
岩
を
多
-
含
ま
ざ
る
地
層
に
静
る
｡
是

即
ち
臼
谷
暦
ほ
て
､
北
七
十
度
兼

の

一
般
走
向
を
有
し
､
北
方

へ
畢
斜
的

に
傾
斜
し
て
屠
る
｡
岩
石
は
大
部
分
黒
色
頁
岩
及
び
を
の
風
化
物
と
E
･3
は
れ
る
赤
褐
色
粘
土
状
物
質
よ
み
成

-
､
次

色
砂
岩

･
白
色
塊
状
角
岩

｡
赤
色
輝
練
在
来
岩
及
び
石
衣
岩

の
少
量
が
之
に
附
隠
し
て
居
る
.
化
石
は
磯
兇

さ
れ
な

か
っ
た
が
.
南
方
の
砂
岩
を
主
と
す
る
石
垣
暦
と
は
岩
質
上
明
瞭
に
境
界
が
分

与
'
後
者
の
上
に
北
方

よ
-1
衝
上
げ

ノ｣
居
る
｡

d
P
糸
川
層

糸
川
の
石
衣
岩
か
ら
は
古
-
値
賀
氏
は
よ
っ
て

F

usulin
a
cytind
r
i
c

a
の
報
告
が
あ

-
､
盲
寓

介
の

-L地
質
間
数
明
藩
に
も
紡
錘
歳
の
産
地
と
し
て
記
載

さ
れ
て
居
る
に
も
閥
は
ら
ず
､

二
十
常
分
の

l
地
質
問
に

は
中
熱
圏
に
入
れ
ら
れ
て
居
た
.
之
は
乙
の
地
層
の
岩
石
が
物
部
川
統
又
は
井
陶
枕
の
も
の
に
非
常
は
似
y
居
る
為

め
で
あ
ら
う
｡
即
ち
岩
石
は
主
と
し
て
情
衣
色
又
は
帯
紙
色
の
砂
岩
よ
-
戚

み
､
黒
色
貫
岩
の
薄
層
が
挿
入

さ
れ
て

居
､
歌
父
系
の
他
の
静
と
は
金
欽
…そ
の
他

き
教典
に
し
て
屠
る
O

利

敬
川

喋

有

川

川
流

域

の
地
駅

T.lil.二

三
j
.



地

銀

約
十

九

鞍

終

滋

舵

薫

!

二
六

素
描
近
傍
ほ
て
は
帽
束
相
の
走
向
を
有
L
､
修
理
川
附
鑑
は
て
は
北
七
十
度
束
に
な
る
｡
一
見

箪
射
的

に
南
方

,,LJ

傾
斜
し
.･･,J
屠
る
接
に
見
え
る
O

こ
の
地
層
は
西
方
は
白
崎
の
勧
健
戯
石
衣
岩
計
,含
む
も
の
は
頂
き
p
碧
石
壁
的
ほ
鬼
で
五
品
LF
部
は
督
る
の
で
は

茂
か
ら
う
か
と
考

へ
ら
れ
る
｡
糸
川
部
落
南
方
八
雷
光
の
石
森
岩
よ
り
P
a
ia
e
o
fus
u
ii
T
ia

j
a

･p
on
ica
(G
iiHr!7oe
i
PD

が

見

ら

れ

克

｡

(

蕊
)

鴎
の
遇
統

乙
の
地
域
の
保
雄
紀
堆
鵜
地
膚
は
鳥
の
蓑
統
及
び
そ
の
b･ijは
基
査

的
は
凍
る
石
垣
層
ほ
し
で
p

前
者
は
そ
の
特
有
の
化
石
J,<t
,包
含
す
る
石
衣
岩
を
挿
む
む
以
ノ.J
性
徴
と
し
て
屠
る
｡
乙
の
石
灰
岩
は
霜
騒
音

中
浦
金

I/
リ･',
ヰ

屋
心
川
口
｡境
川
∴
二
m
｡

溜
谷
北
方
◎
石
川
｡非
各
軍
は
そ
の
新
調
が
あ
る
が
?
柄

杓

非

商
務
西
武
将
来
の
擬
岸
に
於
で

匿
種

山
兼
鼎
の
油
泉
あ
磁
石
炎
暑
の
堆
石
む

見
受
け
た
O
邪
華
族
塾
の
蔑
め
そ
の
原
地
む
操
る
事
は
出
塞
夜
か
っ
た

が
p
人
力
叉
は
波
浪
の
蔑
め
他
よ
り
運
ば
れ
た
る
も
の
と
は
考

へ難

い
｡
之
は
柄
杓
井
圏
の
名
を
典

(.
る
｡

.㌦ニ･
･..'-

乱
､
柄

杓

非

層

柄
杓
非
附
近
及
び
鷹
島
の
基
部
に
鋸
用
す
.為
｡
土
溺
よ
･少
下
部
造
次
の
如
-
細
分
机
氷
る
TTJ

ィ
.
白
色
杓
･=曾
抑
練
色
砂
山怒
粥
小色
抄
山村
の
互
樹
に
て
石
衣
山村
を
抑

む
∪
好
き
的
六
十
米

LT
扮
巾村願
仰
々
に
入
る
｡

相
.
～;
色
砂
･:..,=

好
き
的
甘
米
｡

ハp
H包

灼

:..;

好
き
的
朋
栄
｡

川;
P

塊

状

5'･=
;

色
砂
山村
が
･γ=.に
て
㍊
色
試
仙汀
の

棚
原
人
TG;
･
…粉
さ
的
汀
凍
｡

加

4
兆
底

楯

山
肘

枕
白
桃
巾村
の
嫌
卜か
り
成
る
｡
性
さ
的
川
瀬
｡

.

･

約

八
山

･Lr･.

小目
.I.旧
机

川松
山

糾
-I.～_?ハ脚
荷
朗

tJ
.i
?

一)



rJ
の
暦
の
砂
岩

は
ー
酉
戯
轡
を
隔
て
た
る
対
岸
ほ
て
稀
に
石
衣
岩
を
挟
み
､
館
林
氏
に
よ
-
鵜
島
砂
岩
と
呼
ば
れ

し
も
の
に
極
め
て
頻
似
せ
る
都
は
大

い
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
｡
鷹
塙
の
架
部
に
於
で
は
叉
乙
の
柄
杓
井
暦
に
朋
皆

す
る
ら
し

い
白
色
角
岩
が
出
る
｡

b
､
商
金
屋
の
馬
の
濃
石
衣
岩

館
林
氏
が

C
id
a
ri
S,
Str
om
atopora
等
を
採
基

n
れ
て
居
る
も
の
で
'
璃
金

屋
北
方
小
丘
に
露
出
し
て
居
る
｡
周
囲
を
新
規
地
層
に
埋
め
ら
れ
し
薦
め
他
瀞
と
の
鵬
係
は
不
明
で
あ
る
が
'
荷
上

運
動
に
よ
少
額
石
枕
の
上
に
乗

か
し
も
の
が
､
浸
蝕
に
取

-
塊
rJ41
て
孤
立
せ
る
も
の
で
あ
ら
う
と
考

へ
ら
れ
る
｡

C
.
窺
巌
寺
の
鳥
の
英
石
灰
岩

浄
木
材
に
於
で
は
地
裁
峰
(
四

二

兼
)
の
架
南
東
約

1
肝
の
露
巌
等
宥
勧
告

の

蓮
に
犀

ru約
百
米
'
二
粁
以
上
連
綾
し
た
石
衣
岩
が
あ
る
｡
館
林
氏
に
よ
れ
ば
之
は
水
越
峠
(
由
良
村
畑
)門
前

(
由

良
柑
)
等
ほ
出
る
鳥
の
盛
石
灰
岩
を
含

む
地
層
に
披
き
､
を
の
放
下
部
数
代
表
す
る
と
の
革
で
あ
る
｡
同
氏
は
寛
厳

寄
附
近
の
陪
次
色
石
庚
申

よ
-

E
n
d
oth
y
ra,T
TOCh
am
mi
n
a
を
､
酉
方
次
白
色
の
も
の
よ
-
は

Stytina
cfr
.

k
ach
en
sis
を
記
載

さ
れ
て
屠
る
が
､
筆
者
は
こ
の
他
に
不
動
食
前
よ
わ

idio
stro
m
a
sp
.

を
'
そ
の
来
芳

一
粁

よ
-

S
trom
atopora
ja
p
o
n
ica
Y
a
b
e
"

S
trom
at
op
ora
sp
.

を
得
光
.

乙
の
地
層
の
北
方
は
術
上
線
に
よ
っ

て
秩
父
糸
(
糸
川
暦
)
に
境
し
て
屠

る
O

d
､
境
川
暦

境
川
附
進
に
は
主
と
し
て
泥
質
貫
岩
よ
か
成

-,h多
-
の
小
扇
桃
状
石
衣
岩
を
件
ふ
地
層
が
あ
る
｡

之
に
現
川
暦
の
名
を
奥

へ
る
｡
fJ
の
石
衣
岩
は
金
原
氏
が
地
質
図
幅
簡
明
藩
に
記
載
さ
れ
て
屠
る
三
関

･
宮
川
附
近

の
も
の
及
び
沼
谷
北
方
の
も
の
と
北
ハ
ほ
他
の
鳥
の
腿
石
衣
岩
と
著
し
-
そ
の
趣
p
Jを
異
に
し
､
何
れ
も
微
細
な
る
砂

磯
を
混
有
し
､
方
解
石
よ
-
成
る
魚
卵
状
結
核
を
含
み
､
蘇
苔
類
'
石
衣
藻
等
の
破
片
が
そ
の
間
に
見
出

rJる
㌧
も

和
歌
山
撤
材
川
川
流
域
の
地
質

巽

三

二
七



地

球

筋
十
九
懇

節
五
紙

票

田

二
八

の
が
あ
る
O
境
川
暦
は
上
部
よ
-
下
部
に
左
の
如
-
細
分
H
凍
る
｡

イ
'
肌…色
又
は
凪
化
せ
る
赤
禍
色
耳
紫
に
て
､
有
色
角
井
及

び
石
次
質
砂
対
を
伴
ふ
｡

口
､
稚

い
許
川村
と
妙
計
の
立
厨
｡

ハ
､
.5
';=也
捉
即
鞍
山:S
が
･Tm
に
て
'
鞍
補
色
欽
邪
砂
:.布
｡有
色
角
川で
砂
野

市

淡
紫
を
挑
む
｡

ニ
'
光
底
挫
山村

白
色
杓
い打
と
淡
色
妙
齢
の
棟
よ
り
成
り
､
大
な
る
は
紅
柁
三
十
即
位
も
あ
る
｡
最
も
厚

い
所
に
て
厚
さ
約
二
i･
米
0

--
-2
＼1-

不

非

命
-

秋
父
系
〔
日
物
川
厨
)

乙
の
地
膚
は
日
物
川
暦
の
輩
ほ
て
述
べ
た
棟
に
'
南
方
の
鳥
屈
城
舵
の
上
は
衝
上
げ
で
居

-
､
東
方
は
政
局
を
通

る
北
西
-
南
東
の
断
暦
は
よ
っ
て
蔵
ら
れ
て
居
る
O

e
､
川
口
暦

川
口
西
方
有
料
川
底
及
び
そ
の
南
相
方
磯
電
所
の
彼
方
に
は
､
稀
は

S
trom
atop
o
raja
p
o
n
ic

a

Y
a

b

e
､

P
u
t
v
i
n
u
lin
a

(
?
)

s
p
.

む
含
む
石
衣
岩
が
揖
る
O
.之
は
炎
色
砂
岩

･
黒
色
貫

岩
及
び
褐
色
角
岩
よ
少
成
る

地
膚
中

は
春
し
､

北
方

は
断
層

ほ
て
石
垣
暦
は
境
L
t
南
方
は
埜
令
的
ほ
そ
の
下
部
は
位
置
し
て
居
る
｡
忠
h
t川
口

層
と
名
付
け
る
.
乙
の
地
層
は
石
垣
闇
と
共
に
向
斜
を
な
し
て
'
宇
井
苔
商
東
方
俗
稲
狐
坂
の
あ

た
少
の
褐
色
角
岩

と
砂
岩
貫
岩
の
瓦
圏
せ
る
所
に
薦
-
機
で
あ
る
｡

圭

一滞
(
玉
村
)南
方
の
主
に
貫
岩
よ
わ
成
上

白
色
角
岩
と
石
衣
岩
の
互
暦
を
含

む
地
暦
も
､
化
石
は
磯
風

さ
れ

な
か
っ
た
が
川
口
暦
の
逓
宿
せ
る
も
の
と
考

へ
ら
れ
る
｡
rJ
の
角
岩

･
石
衣
岩
の
互
暦
は
'
厚
さ
五
寸
乃
葦
二
元

ー

板
片
を
立
で
な
ら
べ
た
る
如
-
垂
再
に
契
革
に
並
列
し
､
石
衣
岩
の
部
分
は
浸
徹
さ
れ
て
小
洞
を
作
っ

て居
る
｡
そ

の
敗
九
､
;
H
人
は
之
を
狐
穴
と
解
し
て
居
る
｡



-
1
非
谷
圏

非
谷
附
近
ほ
は
北
米

-南
西
に
四
粁
飴
に
連
縛
せ
る
か
夜
-
大
な
る
石
衣
岩
が
あ
る
.
寄
手

(
安

諏
村
)
の
近
-
ほ
放
て
は
二
屑
米
飴
の
厚
さ
ほ
を
-
､
金
山
誼
-
石
衣
岩
か
ら
成
っ

て居
る
朋
が
あ
る
｡
乙
の
大
石

衣
岩
は
伴
っ
て
小
屈
桃
状
の
も
の
も
数
多
-
出
る
.
戸
川
及
び
井
谷
に
於
で
は
現
在
之
を
焼

い
て
石
衣
を
作
っ
て
居

る
｡
之
等
石
衣
岩
は
衣
色
砂
岩

｡
黒
色
常
岩
及
び
白
色
角
岩
と
共
に
乙
の
地
の
鳥
の
遜
暦
数
作
か
､
上
部
は
磯
岩
を

交
ふ
る
7P
整
合
的
は
石
垣
暦
に
措

い
て
屠
る
.

月
川
に
於
で
は
大
石
衣
岩
よ
-

T
e
x
t
u
la
r
ia

s
p
.

D
ental
in
a-sp･
等
の
有
孔
虚
根
を
組
め
､
を
の
北
方
の
も

の
よ
-
は

Idiostrom
a

sp
.
む
､
取
に
を
の
北
方
の

石
衣
岩
中
に
S

ty
lin
a

s
p
･

C
h
a
etete
S
(?)
SP
･
を
見
受
け

た
｡
野
井
子
谷
は
於
で
は
大
石
衣
岩
中
に

C

haeteto
p
sis
crin
it
a
N
eum
ayr
及

び
I
d

i
.

sty.
m
a
SP
･
が
静
め

ら
れ
'
寺
手
ほ
て
は
同
じ
く

Idiostom
a

sp.
非
谷
ほ
て
は

C
enosp
h
aera
SP･
が
得
ら
れ
た
｡

･.

オ
ホヰ

井
谷
暦
は
幾
つ
か
の
小
用
州
を
な
し
て
居
る
が
'
多

井
(
八
幡
柑
)
附
近
ほ
露
出
し
て
居
る
白
色
角
岩
を
含

む
小
地

域
は
'
摺
曲
の
薦
め
に
覗
は
れ
た
る
鳥
の
鼎
続
の

一
部
と
考

へ
ら
る
｡

以
上
述
べ
た
六
ヶ
所
の
鳥
の
遇
石
衣
岩
以
外
に
も
楢
原
の
北
方
に
出
る
黒
色
恵
岩
中
に
は
､
多
-
の
無
化
石
石
衣

岩
倒
魂
が
入
っ
て
居
る
｡
そ
の
大
在
る
は
二
十
糎
以
上
は
連
す
る
も
の
も
あ
る
O
施
無
袋
寺
の
紡
錘
亜
石
衣
岩
と
の

距
離
は
再
来
に
も
達
し
な

い
が
こ
の
間
に
は

一
大
構
造
線
が
あ
る
｡
助
傭
轟
を
畿
見
せ
ら
れ
た
る
矢
部
博
士
は
乙
の

ポ
衣
岩
岡
塊
に
閥
し

て
｢
之
は
他
の
地
方
例
令
ば
水
越
峠
等
に
於
で
凝
連
す
る
鳥
の
基
石
灰
岩
を
代
表
す
る
も
の
に

非
ず
や
の
観
を
量
す
る
も
の
.ほ
し
･tJ
､
之
と
石
衣
焼
異
に
楢
原
に
て
使
用
す
る
石
灰
岩
(
紡
傭
串
を
含
む
も
の
)と
は

金
-
別
物
な
ら
ず
や
と
恩
は
れ
云
々
｣
と
述
べ
ら
れ
'
こ
の
期
の
鳥
の
兼
枕
に
属
す
る
だ
ら
う
と

い
ふ
邸
を
灰
め
か

利

歌

川
嚇

有

川
川
流

域
の

地
鮮

真
北

二
九



節

十

九
鞍

解
式
雛

三栄.

三C

し
て
屠
ら
れ
る
O

(
四
)
石
垣
屠
(
賓
塾
川
暦
)

字
井
苔

｡
上
修
押
川
附
鑑
の
石
垣
村
は
露
出
せ
る
旗
色
叉
は
帯
紙
色
相
岩
h
l主
と
す

る
地
層
に
筆
者
は
石
垣
暦
の
名
を
輿

へ
ね
が
､
之
は
反
っ
て
中
流

･
北
野
川

･
下
湯
川

･
野
井
手
方
面
即
ち
玉
村

･

八
幡
相
の
地
に
頗
-
磯
逢
し
て
屠
る
革
が
そ
の
後
の
調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
在
っ
た
｡
乙
の
地
暦
は
既
述
の
如
-

島
の
典
統
(
井
各
層
及
び
川
口
暦
)
の
上
に
整
合
的
に
乗

か
､
摺
曲
､
断
簡
等
に
よ
っ
て
鳥
の
混
練
が
所
々
に
現
は
れ

で
居
る
も
の
で
あ
る
｡
岩
石
は
砂
岩
の
外
は
諸
色
頁
岩
の
薄
層
が
あ
ら
､
僅
少
の
磯
岩
が
下
部
に
挟
在
す
る
の
み
ほ

て
､
角
岩
は
金
-
兄
替
ら
な

い
｡
帯
織
色
砂
岩
の
あ
る
も
の
･J
中
に
は
縦
横
無
数
に
方
解
石
脈
が
入
-
､
遠
-
よ
-

望
め
ば
白
色
岩
の
如
-
兄
ゆ
る
も
､
故
地
ほ

て細
砕
す
れ
ば
を
の
固
有
の
色
の
あ
ら
は
れ
る
も
の
が
あ
る
0

ア
々
ラ

栃
尾
む
通
る
北
柏
-

南
東
の
断
層
以
東
､
即
ち
押
手

･
牧
瀬

･
北
寺

･新
子

･
小
南
地
方

完
W
に
は
'
鳥
の
愚
石

衣
岩
は
粂
-
露
は
れ
な

い
が
ー
そ
の
地
膚
は
岩
石
の
･･=:か
ら
見
て
石
垣
村

･
八
幡
村
の
も
の
と
湛
別
が
つ
か
を

い
｡

こ
の
静
は
室
川
-
北
寺
の
線
に
て
背
斜
む
な
し
で
居
て
､
を
の
背
斜
軸
は
沿
S
で

1I
断
層
が
迫
っ
て
居
る
｡

北
方
か
ら
は
衝
上
運
動
は
よ
っ
て
乙
の
地
層
上
に
歌
父
系
(
臼
谷
暦
)那
,u
少
上
っ
て
屠
る
｡
こ
の
事
は
数

ヶ
所
は

於
で
成
ら
れ
'
そ
の
境
界
は
岩
石
の
差
異
に
よ
っ
て
制
令
に
明
瞭
は
置
別
出
凍
る
｡

石
垣
層
の
時
代
に
観
し
て
は
化
石
金
-
な
-
'
基
準
と
す
べ

き
も
の
が
老

い
が
､
鳥
の
典
舵
が
現
在

<i
椴
に
考

へ

ら
れ
て
居
る
如
-
上
部
保
雄
の

T
ith
on
i
an
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
を
ら
ば
t
そ
れ
に
盤
合
せ
る
石
垣
暦
は
､
敢

上
部
保
雄
.
も
し
-
は
最
下
部
白
亜
紀
の
も
の
と
考

へ
夜
け
れ
ば
な
ら
桐
｡

ハ
五
)碑
石
統

横
着
雑
の
主
郡
は
北
方
湯
浅
町
磯
脇
-
-
南
方
南
蛮
柑
池
の
上
は
わ
た
る
丘
陵
地
に
聴
逢
し
､
断



圏
は
よ
っ
て
双
方
限
ら
れ
て
稜
状
を
な
し
て
屠
る
0
乙
の
外
ー
保
関
村
高
田
の
商
方
海
岸
は
於
V
.
新
し
-
植
物
化

和
を
持
つ
地
層
の
存
在
す
る
事
が
磯
風
1b
れ
ね
｡
前
者
に
は
湯
浅
暦
1
億
着
に
は
高
田
暦
の
名
を
輿

へ
よ
う
｡

a
､
湯
浅
簡

湯
浅
暦
の

一
般
走
向
は
略
々
東
西
で
あ
っ
て
湯
噂
町
以
南
に
於
で
は
南
方
に
､
以
北
に
放
て
は
垂

直
又
は
北
方

へ
傾
斜
L
t
湯
浅
-
吉
見
の
線
を
以
て
背
斜
を
夜
し
て
居
る
｡
rJ
の
地
層
も
上
部
よ
わ
下
部
に
衣
の
如

く
紳
介
出
凍
る
｡

ィ
,
砂
川で

書

芸

克
厨

p
､
白
色

砂

山か

二

秒
山村
･
買
い方
五
倍

ニ

･
機
･:.机
と
砂
山肘

さ
く
篭

-
不

姫

合

(?
)-

-

か
,
砂
･=が
｡
訳
:JG
瓦
厨

へ
'
泥
飢
訳
･:G

IL
,
砂
･:1,<
｡
1T.JLh
｡.1.{
斑
厨

敢
下
部
の
三
層
p

即
ち
ホ
,

へ
､
ト
は
湯
浅
町
の
東
方
平
野

･
昔
見
附
近
ほ
在
-1
'
化
石
は
磯
見
ru
れ
ず
､
砂
岩

も
質
岩
も
風
化
作
用
に
ょ
っ
て
欄
濁
色
に
鼻
化
し
て
管

等

こ
れ
等
の
暦
の
上
に
磯
岩

･
砂
岩
禦

ニ
)
が
乗
る
の
で

あ
る
が
､
こ
の
間
に
は
不
盤
倉
が
存
在
す
る
ほ
非
ず
や
の
疑
ひ
が
あ
る
.
し
か
し
下
部
地
層
に
化
石
を
き
串
と
.
乙

の
両
者
の
境
沸
組
附
近
が
風
化
作
州
と
郵
革
に
よ
っ

て判
然
と
せ
ざ
る
馬
め
'
を
の
確
か
夜
晋
壕
は
得
ら
れ
な
か
っ

た
｡
倣
堂
上
筆
者
は
下
部
三
層
を
も
湯
浅
暦
は
入
れ
る
事
に
し
た
｡

磯
岩

｡
懐

石
暦
(
三

は
湯
浅
轡
の
南
北
両
岸
､
即
ち
天
皇
潜
と
水
谷
と
は
露
出
し
､
そ
の
鵜
物
及
び
二
枚
介
化
石

和
歌
=_
僻
村
川
川
統
域

の
地
釈

義

≡



地

球

妨

十

九
番

第
-#
,娩

勇
人

≡
l

ほ
よ
っ
て
傭
-
知
ら
れ
て
屠
る
も
の
で
あ
る
O
磯
岩
は
衣
色
砂
岩

｡
白
色
角
岩
及
び
少
量
の
花
園
岩
磯
よ
-
戚
-
.

砂
岩
は
主
と
し
て
噌
練
色
小
粒
の
も
の
で
あ
る
｡
走
向
は
略
沫
酉
で
あ
っ
て
､
之
を
迫
っ
て
東
す
れ
ば
灘
岩
は
漸
次

減
少
し
p
山
田
附
近
ほ
て
は
遂
に
砂
岩
の
み
と
在
っ
て
居
る
｡

従
凍
乙
の
朗
よ
み
記
載
当
れ
た
る
植
物
化
石
及
び
甲
殻
糎
は
衣
の
十
三
種
で
あ
る
｡

C
La
d
oph
te
b
is
b
r
o
w
n
ia
na
(B
u
nk
er)

O
n
y

chiop
s
is
e
to
n
g
a
t
a

(G
e
y
te
r
)

S
ph
e
n

op
te
r
is

g
6pp
er
t
i
D
u
nke
r

G
losso2;ami
t
e
s
P
a
r
V
if
o
liu
s
Y
o
k
o
y
a
m
a

N
ilson
ia
pt
e
r
o
p
h
y
u
o
id
e
s
Y
o
k
oyam
a

P

od
o
z
a
mi

t
e
s
t
anc
e
o
t
at
u
s

(
Li
n
diey
a
nd
H
u
t.t
on

)

C
la
d
o
p
h
le
b
is
n
a
t
hor
s
t
i
Y

ok
oyam
a

A
d
ia
n
t
it
e
s
y
u
a
s
aens
iLq
Y

ok
oy
am
a

Z
a
mi

o
p
h
y
ttu
m

b
u
c
h
ia
n
u

m
(Elttin
g
s
h
a
u
s
e
n
)

N
ils
s
o
n
i
a
s
c
h

aum
b
u
r
g
e
n
s
is
(D
u
n
k
e
r
)

P
ti70
p
h
y
llu
m

p
e
c
t
e
n

(L
in
dtey
an
d
H
u

tton
)

T
a
x
it.es
v
e
n
u
s
t
a

(Y
o
k
o
y
a
m
a
)

E
stheri
a
r
e
c
t
a
n
g
11
l
a
Y
o
k
o
y
a
m

a

7
万
水
谷
は
放
け

る

C
yre
na
n
a
u
m

anni層
は
､
長
尾
博
士
に
よ
れ
ば
次
の
も
の
が
含
ま
れ
て
居
る
｡

C
y
r

ela
nau
m
a
n
n
i

N
eu
m
ayr

C
y
r
e
n
a
otsu
k
a
iY
a
b
e

a
n
d

N
ag
ao

C
y
l

ena
Shimi
e
n
s
is

Y
ab
e
an
d

N
a
g

ao
[
?
]

C
o
r
b

icu
la
(V
e
T
Otit
in
a
[
?
]
)
s
an
chu
en
s
is
Y
a
be
a
n
d

N
a
g

ao

筆
者
は
天
皇
酒

｡
水
谷
以
外
は
磯
脇

･
熊
井

は
於
で
植
物
化
石
を
熊
井
に
於
三

1枚
介
化
石
を
磯
風
し
た
｡

前
者

は
常
は
薫
色
細
粒
砂
岩
中
は
､
後
者
は
暗
純
色
小
粒
砂
岩
は
含
ま
れ
て
居
る
｡
天
蓋
戟
及
び
水
谷
に
放
て
は
'
最
下

部
砂
岩
は
二
枚
介
化
石
が
人
ら
P
そ
の
下
は
三
糖
以
上
の
植
物
化
石
暦
が
あ
-
､
定
に
そ
の
上
は
三
着
-
は
凹
背
の

C
y
r
enan
auman
n
i
暦
が
春
し
て
居
る
｡

筆
者
の

程た
る
化
石
及
び
を
の
産
地
は
養
家
の
迫
-
で
あ
る
0



虎 地叩 属 名 7 8 9 10 ll 1213202627

Eqtliset.iteslSP. + + +?+ -ト -ト+ 十十十?+ 十 +十 十?+?十十

Todites sp. ++?

C1adophlebisbrowniana(I)unker)

Cladophlebisgeyleriana(Nathorst) 1. +

CladophlebisnathorstiYokoyama 十十

Cladophlebissp.

AdiantitesyuasensisYokoyama

Onychiopsiselongata(Geyler) 十

Ptilophyllum cutchenseFeistrnantel + + 十

Zamiophyllum buchianum (Ett.) 十十+ -ト++?++十7-ト十十 十十Zamiophyilum buchianum var. + r++十十7

angustirolia.Yokoyama

Zamiophyllum naumanniNathorst.

Nilssoniよschaumburgensis(Dunker)

Nilssoniaschaumburgensis(Dt1nker)

var/parvⅦlaYabe

NilssoniaYokoyamaiTokunaga&

Otsuki

NilBSOniaozoanaYokoya一ma +?+十 ?

NilssoniajohnstrupiHeer

NilssoniaBP.(Ⅰ)

Nilssoniasp.(ⅠⅠ)

Ginkgodium畠p.

cyparissidium(?)japonicum

Yokoyama

Brachyphyllum sp.

Podozamiteslanceolatus(L&H)

和
歌
山
懸
布
川
川
地
域
の
地
兜

責

九

三
三



地

球

節
十
九
番

餅
五
班

三吉

三
四

pJ
の
多
-
の
化
石
を
持
つ
磯
岩

･
砂
岩
暦
(
こ
)
の
上
に
は
砂
岩

｡
頁
岩
互
暦
(
二

が
乗
る
｡
之
は
戯
-
白
木

･
名

島

｡
北
谷
(
山
的
)
の
蓮
は
儒
出
す
る
化
石
を
含
ま
ざ
る
暦
で
あ
る
｡

小
浦

｡
介
石
川

｡
柳
瀬

｡
商
谷
(
山
田
)に
は
特
徴
の
あ
る
白
色
粗
粒
砂
岩
(
ロ
)が
出
る
.
之
は
甚
だ
厚
い
も
の
で

は
な
い
が
.
之
は
近
接
せ
る
風
化
褐
黄
色
頁
岩
は
朗
々
は
介
及
び
植
物
化
石
を
持
つ
故
p
化
石
産
地
む
迫
ふ
に
は
最

も
好
都
合
の
岩
石
で
あ
る
｡
金
原
戊
は
和
歌
山
地
質
聞
帽
説
明
者
に
､
こ
の
化
石
骨
は
天
畠
藩

｡
水
谷
の
植
物
化
石

群
(
ニ
)
よ
み
上
部
の
も
の
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
た
が
そ
の
後
長
尾
博
士
は
乙
の
両
者
層
序
の
上
下
闘
係
に
は
疑
以
が

あ
る
と
言
っ
て
居
ら
れ
る
｡
し
か
し
聾
者
は
金
原
氏
の
御
意
見
通
卓
rJ
の
化
石
昔
(
p
)
は
､
無
化
石
の
砂
岩

･
貫
岩

互
暦
(
こ

の
上
は
乗
っ
て
腫
物
化
石
背
(
こ

よ
-
上
位
と
考

へ
る
｡

乙
の
褐
黄
色
貫
岩
中
の
二
枚
介
及
び
植
物
化
石
は
､
岩
石
の
風
化
せ
る
介
化
石
が
皆
内
型
で
あ
る
偽
め
に
殆
ど
種

を
決
定
す
る
串
が
出
魂
を
570
矢
部
博
士
は
,J
の
化
石
帯
は

P
u
rP
u
rOid
ea
暦
の
名
を
輿

へ
､
次
の
も
の
む
記
載

n
机
で
居
る
｡

P

ur
p
u
ro
id
e
a
s
p
.

Cyren
a
s
a

n
c
h
u
en
s
is
Y
a
b

e
and
Na
g
a
o

Ctadoph
t
e
b

is
br
ow
n
i
a
n
a

(B
un
ker

)
[
?
]

C
y
renan
a
u

manni
Y
a
b
e
a
nd
N
agao

P
o

doz
am
it
e
s

tauceol
at
us
(
Lin
dley
an
d

出
u
t.to
n
)

之
等
の
外

E
x
o
gyra.
As
tarte}
A
m
auTOP
Sis
等
7P
出
る
と
述
べ
ら
れ
て
居
る
｡

筆
者
の
程
た
る
化
石

及
び
そ
の
産
地
は
太
東
の
通
り
で
あ
る
｡



動

物

化

石

植
物
化
石

.

GerVilliashinanoensisYabeandNagao 辛 ?+ -ト -ト十 + 十 十+?

Astartcsp.

･CyrenanaumanniNeumayr 十一ト

CyrenaotsukaiYabeandNagao + +?

CyrenashiroiensisYabeandNagao 十 一ト?+.'L _Cyl'ena(?)SP.. 十チ一卜 ‡辛ド

Corbic1ユla(Veloritina)紺nChuensisYabe

andNagao

LtユCina(?)sp.

Natica(Arnouropsl'S)SanChuensisYabe

･C;aTdoiop:pftfoibit;87bartEo:1:o=llfaaat=u=5,i(Diu?nntjt'1ieenryghaanudSen, 冊

和
歌
山
螺
布
川
川
油
蛾
の
地
粥

之
等

の
外
(
22
)
(
25
)
(
28
)
-

-
出
る
化
石
は
粂

-
不
完
重
な
7g
の
で
､
唯
其
の
存
在
む
ニ
ホ
す
け
過

ぎ
な
-
屈

｡
種
の
決
定
は
盆
-
不
可
能
で
あ
る
｡

乙
の
白
色
砂
岩
暦

(
こ

は
砂

岩

･
頁
岩
瓦
層

(
イ
)
に
乗
ら
れ

て居
る
｡
こ
の
中
に
は
物
部
川
暦

中
に
多
-
見
ら
れ
お
堀
批
色
砂
岩
の
畳
が
噂
L
t

化
石
は
教
見
さ
れ
な
か
っ
た
｡

b
t
高
相
暦

中
生
代
植
物
化
石
暦
が
湯
浬
町

の
北
酉
約
五
粁
の
高
刑
の
源
岸
に
新
し
-
磯
兄
さ

れ
た
｡
そ
の
地
静
を
上
部
よ
少
下
郡
に
細
分
す
れ

ば

､
イ

'
判
…色
耶

山村

厚
さ
十
米
以
下
｡

｡
､
珊
練
色
砂
･:肘
と
珊
石

黒

志

太
厨
に
て
棟
･:音

挑
む
､
横

山が
は
舶
碓
七
桝
位
の

自
包
刈
川村
と
砂
射
と
よ
-
成
る
O
厚
さ

約
四
十
米
｡

ハ
､

純

色

を

柿

び
た
%
)色
砂
山〟
に
て
'
赦
府
の
椛
帰
化
前
郷
あ

り
｡
好
さ
約
八
米
｡

一fP
兆

成

横
山が

批
准
託
-
十
柵

の
如
純
色
排
山方
｡
紋
色
城
暦

砂
川:利
｡
敗
色
伽
放
凝
淡

紫
の
磯
よ
り
成
る
｡
触
色
成
謄
砂
:I:,刺

l

竜
一

三
五



地

球

第
十
九
碑

節
五
紙

三
望

三六

は
幼

父
系
の
も
の
に
似
て
尉
リ
'
放
色
鮒
紘
擬
淡
紫
は
苅
碓
品
(
上
部
川
村
僚
?
)
の
も
の
に
似
て
解
る
0
解
き
的
大
栄

0

--･･
1-
--
不

鵜

人
目

･

秋
父
系
(下
部
川
村
櫛
)
の

淑

色

許

･:那

及
び
練
色
成
層
砂
…打
｡

高
田
暦
の
南
北
は
断
層
に
よ
っ
て
歌
父
系
は
塊
し
て
居
る
O
大
石
氏
は
植
物
化
石
静
(
'1
)
よ
-

Onychiop
sis
p
siZotoid
es
(S
toke
s

a
n

d
W
e

bb)

C
iad
o
p

hl
e
b
i
s

b
rowniana
(Dun
ker)

Cladophte
b
is

sp.

Sp
h
e
n
o
p
t
e
r
i
s

goepperti
I)unker

E

q
u
is
e
t
i
t
e
s

s
p

･

C
a
r
p
o
t
i
t
u

s

s
p
,

を
記
載
し
て
居
ら

れ
る
が
､
筆
者
は
之
等
の
外
は

C
tad
ophl
ebis
geyt
eria
n
a
N
a
th
orst
を
得
た
｡

,..1

秩
父
系
中
ほ

て既
逃
せ
る
田
村
西
方
大
官
米
洋

右
附
壁
は
在
る
磯
岩
は
､
直
種
約
二
十
糎
の
白
色
角
岩
及
び
少
量

の
石
悉

石
ほ
て
遣
ら
れ
て
居
る
.
rJ
の
石
悉

有
機
中
に
は

F
u
sutin
ella
sp
･
が
威
風
n
れ
た
が
､
乙
の
磯
岩
は
着

生
暦
の
も
の
で
は
を
-
も
つ
と
後
世
の
蕉
成
ほ
か
ゝ
る
と
考

へ
ら
れ
る
｡

而
し
て
高
田
静
の
或
る
磯
瀞
と
は
類
似
の

性
質
を
捗
っ
て
居
る
事
は
注
意
す
べ

き
で
あ
る
｡
rJ
の
磯
岩
は
山
崩
れ
著
-
は
そ
の
他
の
地
壁
は
よ
っ
て
'
北
方
の

高
地
よ
わ
梅
岸
に
と
ら
落
ち
た
と
考

へ
ら
れ
る
｡

儲
右
舷
は
歓
雁
巴
の
ウ
エ
ル
ダ
ン
｡
東
光
利
加
の
ポ
ト
マ
ッ
ク
は
封
此
せ
ら
る
J

も
の
で
t
flau
teri

vian若
-
は

そ
れ
よ
み
稽
古

い
も
の
で
あ
ら
う
と
皿
ふ
0
･乙
の
時
代
に
は
海
岸
線
は
退
レ､
て
濁

･
入
江
を
作
-
'
そ
の
中
ほ
て
草

鵬
牢
決
又
は
淡
水
産
の
敬
鯉
動
物
及
び
陸
産
植
物
を
含
め
る
地
層
を
沈
積
し
た
も
の
で
あ
ら
う
と
考

へ
ら
れ
る
｡

(
未
完
)


